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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】早期虚血性心筋傷害の剖検診断のため，法医解剖例の心筋内の細胞骨格系蛋白 connexin43
（Cx43）と zonula occludens-1（ZO-1）の免疫染色所見を細胞傷害の指標とされている C5b-9 およ
び fibronectin（FN）と比較・検討した。 
 
【対象および方法】死後約 48 時間以内の虚血性心疾患の剖検 13 例について検討した．急性窒息死
24例と溺死 10例を対照とした．各例の心筋組織（左心室前壁・心室中隔・右心室）のホルマリン固
定・パラフィン包埋連続切片に ZO-1， Cx43，脱リン酸化（np）Cx43，FNおよび C5b-9の免疫染色を
施し，それらの分布，陽性率と染色強度（スコア）を分析した。 
 
【結果】ZO-1，C5b-9と FNは心筋細胞質内に非限局性に染色されたが，Cx43と npCx43は介在板と細
胞質内あるいは側壁に検出された．各死因群の染色所見を比較すると，ZO-1と FNは窒息死や溺死よ
りも虚血性心疾患で強く染色される傾向を示した．C5b-9は虚血性心疾患に特異的であったが陽性率
（5/13例）は低かった．また，溺死例の FN陽性率は窒息死に比して低かった．Cx43は虚血性心疾患
群で左心室の心筋細胞質内陽性率が高くなる傾向を示した．npCx43 にはその傾向がより顕著で，心
筋細胞内の陽性率と染色スコアは介在板で低く，細胞質内で高かった．心筋細胞側壁には npCx43 の
陽性像は認められず，Cx43と npCx43の各染色スコアの合計に死因群間の差はみられなかった．心筋
細胞質内と介在板の npCx43 染色スコアの差（⊿npCx43）は虚血性心疾患の全例で正の値，対照群で
は高齢者の窒息死 3例を除いて 0 ないし負の値となった．これは心筋虚血による Cx43の脱リン酸化
と介在板から細胞質内への再分布を示す所見と考えられる。 
 
【結論】Cx43 の心筋虚血検出感度は C5b-9 に比して高く，窒息死に合併した虚血性変化でも陽性像
を示したが，心筋細胞の機能的変化の指標として応用できる可能性がある．以上のことから，早期虚
血性心筋傷害の検出に npCx43と C5b-9の併用が有用であることが示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
法医剖検診断において突然死の主要原因である虚血性心疾患の診断と窒息死や溺死との鑑別は重
要かつ困難な課題の１つである。本研究は、早期虚血性心筋傷害の剖検診断のため、解剖例の心筋内
の細胞骨格系蛋白 connexin43（Cx43）と zonula occludens-1（ZO-1）の免疫染色所見を細胞傷害の
指標とされている C5b-9 および fibronectin（FN）と比較・検討したものである。 
研究対象は死後約 48 時間以内の虚血性心疾患の剖検 13 例で、急性窒息死 24 例と溺死 10 例を対照
とした。各例の心筋組織（左心室前壁・心室中隔・右心室）のホルマリン固定・パラフィン包埋連続
切片に ZO-1、Cx43、脱リン酸化（np）Cx43、FN および C5b-9 の免疫染色を施し、それらの分布，
陽性率と染色強度（スコア）を分析した。 
 その結果、ZO-1、C5b-9 と FN は心筋細胞質内に非限局性に染色されたが、Cx43 と npCx43 は介
在板と細胞質内あるいは側壁に検出された。各死因群の染色所見を比較すると、ZO-1 と FN は窒息
死や溺死よりも虚血性心疾患で強く染色される傾向を示した。C5b-9 は虚血性心疾患に特異的であっ
たが陽性率（5/13 例）は低かった。また、溺死例の FN 陽性率は窒息死に比して低かった。Cx43 は
虚血性心疾患群で左心室の心筋細胞質内陽性率が高くなる傾向を示した。npCx43 にはその傾向がよ
り顕著で、心筋細胞内の陽性率と染色スコアは介在板で低く、細胞質内で高かった。心筋細胞側壁に
は npCx43 の陽性像は認められず、Cx43 と npCx43 の各染色スコアの合計に死因群間の差はみられ
なかった。心筋細胞質内と介在板の npCx43 染色スコアの差（⊿npCx43）は虚血性心疾患の全例で
正の値、対照群では高齢者の窒息死 3 例を除いて 0 ないし負の値となった。これは心筋虚血による
Cx43 の脱リン酸化と介在板から細胞質内への再分布を示す所見と考えられる。 
 以上のことから、Cx43 の心筋虚血検出感度は C5b-9 に比して高く，窒息死に合併した虚血性変化
でも陽性像を示しうるが，心筋細胞の機能的変化の指標として応用できる可能性があり，早期虚血性
心筋傷害の検出には npCx43 と C5b-9 の併用が有用であることが示唆された。本研究の成果は、法
医実務における突然死の主要原因である虚血性心疾患の診断および致死的病態分析上意義深い新た
な知見を提供したものと評価される。よって著者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判
定された。 
